
⑤
眉
づ

　
　
　
　
　
　
　
菅
波
　
茂

　
2
0
日
に
放
送
さ
れ
た
山
陽
放
送
の

番
組
で
、
石
井
正
弘
知
事
と
明
石
康

・
日
本
紛
争
予
防
セ
ン
タ
ー
ー
’
会
長
が

　
「
国
際
貢
献
先
進
県
お
か
や
ま
に
エ

ー
ル
」
と
い
う
題
で
対
談
し
、
私
が

司
会
を
務
め
た
。

　
　
「
国
際
貢
献
は
人
材
で
あ
る
。
岡

山
で
優
秀
な
人
材
を
育
成
し
海
外
に

派
遣
す
る
と
と
も
に
、
海
外
か
ら
開

発
な
ど
の
専
門
家
を
岡
山
に
招
く
べ

き
だ
」
。
明
石
会
長
の
論
旨
は
明
快

だ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
石
井
知
事
は
「
岡

山
に
は
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
人
材

育
成
機
関
の
公
設
国
際
貢
献
大
学
校

が
あ
る
。
そ
し
て
『
新
岡
山
国
際
化

推
進
プ
ラ
ン
』
に
あ
る
よ
う
に
、
国

際
貢
献
に
十
分
に
応
え
ら
れ
る
社
会

イ
ン
フ
ラ
も
す
で
に
あ
る
」
と
説
明
。

岡
山
空
港
を
国
際
貢
献
空
港
に
す
べ

く
、
緊
急
救
援
に
不
可
欠
な
備
蓄
機

国際貢献先進県構想の正統性

能
な
ど
の
整
備
の
た

め
、
予
算
を
執
行
し
た

こ
と
を
述
べ
た
。

　
明
石
会
長
も
救
援
機

を
被
災
国
に
派
遣
す
る

こ
と
は
国
際
的
に
非
常

・
に
分
か
り
や
す
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
な
る
と
大
賛

成
で
あ
っ
た
。
2
7
歳
か

ら
国
連
活
動
に
参
加
し

た
明
石
会
長
の
助
言
は

多
岐
に
わ
た
り
適
切
で

あ
っ
た
。
今
後
も
国
際

貢
献
先
進
県
構
想
の
推

進
に
尽
力
し
た
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　
外
務
省
は
民
間
人
を
大
使
や
省
内

に
登
用
し
始
め
た
。
ま
さ
に
国
民
参

加
型
人
道
援
助
の
推
進
で
あ
る
。
外

務
省
は
「
国
益
」
を
目
標
に
し
た
后

動
を
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
「
命
の
普
遍
性
」

に
関
す
る
活
動
を
す
る
。
両
者
の
協

力
が
融
合
し
た
時
に
「
公
益
」
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
が
発
揮
で
き
る
。
明

石
会
長
は
そ
れ
を
「
人
間
の
安
全
保

障
」
と
説
明
し
た
。
国
連
機
関
を
は

じ
め
と
し
て
欧
米
先
進
国
の
人
道
援

助
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
地
球
に

生
ま
れ
た
す
べ
て
の
人
に
「
十
分
な

食
、
健
康
、
そ
し
て
教
育
」
を
保
障

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
阪
神
大
震
災
の
時
に
県
民
を
挙
げ

て
行
っ
た
救
援
活
動
に
、
神
戸
新
聞

社
は
社
説
で
深
く
感
謝
し
た
。
「
岡

山
は
弱
者
が
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
た

時
に
動
く
」
。
石
井
知
事
の
提
唱
す

る
国
際
貢
献
先
進
県
構
想
の
正
統
性

の
根
拠
で
あ
る
。
国
民
参
加
型
人
道

援
助
に
磐
石
の
体
制
が
確
立
す
る
の

は
、
地
方
自
治
体
が
参
加
す
る
時
で

あ
る
。

　
（
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ジ
ア
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筆
者
）
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